
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☘地域とともにある学校づくりをめざして☘ 

尼崎市コミュニティ・スクール通信 

第    号  7 

7 月 29 日(木曜日)に開催！ 

コミュニティ・スクール(学校運営協議会)は、地域の方々が学校運営に参画する新しい 

タイプの学校です。今回は、今年度新たにスタートした尼崎北小学校の様子を紹介します！ 

 

教育長から校長先生へ学校運営協議会設置証を交付し、地域の代表として参画する学校運営協議会の委員の

皆さんには辞令書が手渡されました。委員の皆さんは、緊張されていましたが、学校を支える応援団として頑

張っていきたい！という熱い想いが感じられました！ 

教育長から校長先生へ 

学校運営協議会設置証を交付 

学校運営協議会委員へ 

辞令書が手渡されました 

学校運営協議会 

善見会長の挨拶 

● 新しい学習指導要領にもある『社会に開かれた教育課程』や、『地域とともにある学校』 

  をめざし、地域と学校で子どもたちを育てていきます！ 

● 『WIN WIN』より『Happy Happy』で学校も地域もHappy になれるように進めます！ 

● 創立当時から地域の方からご支援いただいており、これからもお力をお借りしたい！ 尼崎北小学校 

都倉校長先生 

増田 
CSディレクター 

学校運営協議会は、学校と地域が「どのような子どもを育てていくのか」という思いを共有したうえで、

単に意見を述べるだけでなく、当事者意識をもって具体的な方策を議論する会議です。 

尼崎北小学校は長年、地域の方々が子どもたちのために様々な取組をして 

くださっているので、学校運営協議会で学校と地域の方々がよく話し合って 

思いをひとつにして子どもたちを応援していけるといいですね。 
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コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは？ 

● 学校運営協議会を設置している学校のことです。 

● 学校運営協議会は、地域・保護者・学校が学校運営の基本方針や子ども達に必要な支援等に 

ついて「話し合い、考える場」です。 

● 地域・保護者・学校が目標を共有し、子どもたちの教育活動の充実をめざして「地域とともに 

ある学校づくり」を進めます。 

第 1 回学校運営協議会7 月 15 日(木曜日)に開催！ 

学校で子どもたちに自転車教室などを開き、交通ルールを守れるよう指導しているが、親子

で参加できる機会も作りたい！ 

子どもたちの帰る時間がばらばらですが、17 時頃に帰る子が多いように思える。その時間

に水やりや犬の散歩をしています。子どもたちの安全のために集団下校も検討してはどうか。 

学校の北側の道路に信号機を設置することについて意見交換を行った。 

土作りと球根植えを地域の方にお手伝いしてもらいとても助かった。時期に合

わせて花を植えているので、子どもたちと一緒にやりたい！ 

３年生の授業で森林インストラクターから校内の樹木について教わり、樹木に

名札を付ける取組を予定している。 

総合的な学習や家庭科実習の支援を引き続き行うほか、今後はパソコン実習の支援や

放課後の子どもたちの学習支援なども取り入れたい。 

ボランティアの一覧表を作成。 

子どもたちが望む支援、学校が必要とする地域支援、地域の人たちが子どもたちに 

それぞれできる支援は何かを話し合った。 

令和２年度の学校運営協議会の取

り組みを報告し、成果と今後の課題を

委員の皆さんと共有しました。 

また、令和３年度の学校経営方針や

学校運営協議会の１年間の進め方や

年間行事予定を説明しました！ 

さらに、今年度から学校運営協議会

の部会に担当教員２名が加わり、連携

しながら活動していきます。 

立花南小学校 

永井校長先生 

 

 

立花南小学校の学校運営協議会には、３つの部会があり、運営協議会では部会ごとに集まって、 

子どもたちのためにどんなことができるのか、話し合われました。 

どの部会も様々な意見が出され、「子どもたちのために！」という思いが溢れていました！ 

 

 


